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○ 開  会 

 

≪増田会長≫ 

お待たせいたしました。 

定刻が参りましたので、ただ今から富田林市都市計画審議会を開催させてい

ただきます。 

本日の審議会の開催にあたりまして、５名の方々から会議の傍聴の申し出が

ございました。その方々におかれましては、すでに入室をしていただいており

ますことをご報告いたします。 

なお、傍聴される方にお願いします。 

資料と一緒に配布しております「会議の傍聴に係る尊守事項」を守り、審議

会の円滑な運営が行えますよう協力ください。 

改めまして、委員の皆様方には何かとご多用にもかかわりませず、ご出席を

賜りましてありがとうございます。 

まず、本日の審議会には、委員１８名中、１４名のご出席をいただいており

ますので、審議会条例第５条第２項の規定に基づきまして、定足数に達してお

りますことをご報告申し上げます。 

なお、「吉村委員」、「中谷委員」、「沖委員」におかれましては、本日は所用に

より欠席するとの連絡を頂いております。辰巳委員は遅れてご参加だというこ

とをお聞きしております。よろしくお願いいたします。 

それでは早速、お手元の会議次第により進めさせていただきます。 

 



議第１号議案、都市計画マスタープランの改訂について審議に入りたいと思

います。 

この議案につきましては、すでに写しを配布しておりますが、平成１９年２

月９日付け、富まち第８８９号で、多田利喜市長より諮問をいただいておりま

すのでご報告いたします。 

都市計画マスタープランにつきましては、都市計画審議会の中で２回ほど既

にご報告いただいておりますけれども、最終の案について事務局より内容の説

明をお願いします。 

 

≪事務局：梶本≫ 

梶本と申します。よろしくお願い致します。事前に委員の皆様にお配りして

おりますこちらの資料の説明となりますが、ページ数が多くなっておりますの

で、本日は前面のスクリーンを使ってご説明致します。なお、画面の右上にこ

ちらの資料でのページを記載しておりますので、よろしくお願いします。 

それでは、議第１号都市計画マスタープランの改定についてご説明させてい

ただきます。 

昨年の１２月１９日に開催しました前回の都市計画審議会で、都市計画マス

タープランの本編について、原案として報告致しました。 
その後、１２月２８日から今年の１月１２日にかけて担当課ヒアリングを、ま

た、１月２３日まで原案に対する意見聴取を行いました。それらを踏まえた「都

市計画マスタープラン（案）」を本日諮問させて頂きます。 
原案提示後に寄せられました意見とましては、「土地利用方針・整備手法検討

ゾーン」から「緑地エリア」に変更しました錦織公園西側につきまして、土地

所有者のほうから、「緑地エリア」とせず、前マスタープラン同様「土地利用・

整備手法検討ゾーン」のままでと要望する趣旨の意見が提出されました。 
また、同じ場所に対し、北側に位置する寺池台３丁目・金剛朝日ヶ丘・金剛伏

山台の３つの自治会のほうから、原案通り「土地利用方針・整備手法検討ゾー

ン」から「緑地エリア」への変更要望書が提出されております。 
市としては、錦織公園周辺につきまして、オオタカやメダカなどの存在が確

認され、現在策定中の「富田林市緑の基本計画」でも自然生態系の保全を重視

し、さまざまな生物の多様性の確保にむけて取り組むものとしておりますので、

原案通りこれらの地区につきまして、今回「緑地エリア」に変更したいと考え

ております。 
≪福田副会長≫  ページ数の指示をお願いします。 

≪事務局：梶本≫ 

はい。次に、前回の審議会でご提示しました原案からの変更点についてです

が、現況の人口・世帯数につきまして、原案の時にはデータがなかった平成１

７年度の国勢調査の結果が出ましたので、最新のデータに変更いたしました。

またその他担当課ヒアリングで文言の修正があった部分の若干の変更と全体的

にレイアウトや写真を入れるなどの変更を行いました。 



以上が前回の都市計画審議会以降の意見や変更点でございます。前回の審議

会におきまして本編全体について既にご説明しておりますが、今回最終の諮問

をするに当たり、再度、主な構成内容についてご説明します。 
本マスタープランは、１０年後を目標年次とし、８ページになりますが、ま

ちづくりの方針を示す都市計画に関するプランであり、上位計画である南部大

阪都市計画区域マスタープランや市の総合計画に即したものです。 
また２２ページですね。すみません、ページがあちこちとびますが、「歴史・

文化・自然が調和する成熟都市」を目指し、「安全・安心・快適に暮らせるまち」

「地域資源を大切にするまち」「交流と活力のあるまち」の３つの基本理念を掲

げました。 
次に、６ページにまた戻ります。改訂の背景につきましては、少子高齢化と

いった社会情勢の変化や、都市計画区域の再編、都市計画法改正や上位計画で

ある市総合計画の改定などを受けたものです。 
計画の構成としては、５５ページの、資料と同じものを前面のスクリーンで

も写しておりますので、こちらを見ていただいても結構です。市域全体の方針

と、市域を８つに分けた地域別まちづくりの方針が２つの柱となります。 
また、方針を決めるにあたり、市民アンケートや地域別意見聴取会などから、

その地域で現状の満足度が低く、今後の整備の重要度が高いものを重点的に盛

り込むこととしました。記載した方針については、項目の羅列ではなく、重点

的に取り組む施策について、こちらにありますように、黒丸印をつけメリハリ

をつけることとしました。 
さきほどのフローにもどりますが、策定の流れとしては、市民参加として、

市民３０００人を対象にしたアンケートや、全体及び地域別の意見聴取会、ま

ちづくり講演会などを行いましたが、今後も、それぞれの事業に合った形での

市民協働を進めて行きたいと思っております。また、庁内検討としては、担当

課ヒアリング、庁内検討会議や過去３回の都市計画審議会を経まして、今回４

回目の都市計画審議会での諮問となっております。その間、市民アンケートの

結果やマスタープランの素案の段階、原案の各段階において、その内容を市の

ウェブサイトに掲載しており、素案段階では、市広報に折り込みとして全戸配

布しております。 
前回のマスタープランとの主な変更点としては、推進方策、２６ページにな

りますが、協働のまちづくりやまちづくり手法の多様化に対する市の基本方針

を記載致しました。次に土地利用に関して、大字中野地域になりますが、オガ

ンジ池周辺を「市街地ゾーン」から「緑地エリア」に、また、金剛の住宅地と

堺市美原区の工業団地の間と、錦織公園西側の２箇所について「土地利用方針・

整備手法検討ゾーン」から「緑地エリア」に変更しております。その内錦織公

園西側の変更に関しては先ほど申し上げたような意見が地権者や周辺住民から

提出されております。 
地域別の方針に関しては、地域の現況として、地域カルテとなる「概要」と

市民アンケートを地域別の観点からも検討した上での方針を提示いたしました。



５６ページと５８ページになりますが、地域別方針の８地域の区分については、

前回のマスタープラン策定時と変更しないという事で進めておりましたが、ウ

イングヒルズというマンションがございますが、その自治会から、学校区も生

活実態も金剛東地区であるとのご意見を頂き、ウイングヒルズ周辺地域につき

ましては、学校区等から検討し、住民要望の通り「中南部地域」から「金剛東

地域」に変更しております。 
 なお、実施しました市民アンケートと意見聴取結果をみなさまのお手元に置

いておりますが、別添資料１・２として本日配布しておりますので、ご参照く

ださい。 
本日の諮問で答申を頂きますと、都市計画マスタープラン概要版を作成致し

ます。その概要版は、市広報に折り込み、全戸配布により内容を周知する予定

でございますので、よろしくご審議下さい。 
 

≪増田会長≫ 

はい、ありがとうございます。以上で最終の原案の、最終案の頂きました。 
さきほどもありましたように過去３回、４回この場で議論を重ねてきています

けれども、何かご質問なりご意見ございますでしょうか。ございませんでしょ

うか。 
≪増田会長≫  

 はい、下野委員。 
≪下野委員≫ 

市民の３０００人にアンケートを取っていますが、回収率、実際に返ってき

た人数１５００何人かですよね、その数、ここに載せなくていいのかな、と思

うんですけど。どこか載ってるんでしょうか。私、見落としているかもしれま

せんが。次のページに出てる、いや、資料の方には出てるんでしょうか。 
≪増田会長≫  いかがでしょう。 
資料編のほうに関しましては２ページ目のところに有効回答数が１５７２件、

回収率５２．４パーセントとなりましたというふうなところと、もうひとつア

ンケートの精度の検討というとこが書いてますけど、今下野委員のご発言は、

ここのところに１６歳以上の市民３０００人を対象に実施した住民意識調査、

例えば括弧して、有効回答率何パーセントというのを挿入されたらいかがでし

ょうかという提案ということで受けとってよろしいでしょうか。 
≪事務局：植田部長≫ 

すいませんあの、書いておりませんので、１６ページのその続きに有効回答

率を書き加えます。 
≪増田会長≫  

 はい。他いかがでしょうか。 
≪司委員≫ 

続きなんですけど、アンケートで若者アンケートを別にとっていただきまし

たよね、そのデータはここでは出てないんですけれども、それはどういうふう



に。あれはアンケート取っただけで、せっかくいろいろしていただいたんです

けど、そのデータはどこにも載ってないので。 
≪事務局：山中主幹≫ 

ここで示させて頂いているのは３０００人を対象に実施したアンケートです

ので、それ以外で行いました１６歳以下のアンケートにつきましては 
≪司委員≫ 

１６歳以下じゃないですよね。 
≪事務局：山中主幹≫ 

その若者アンケートについては、別添の資料編に記載させていただきたいと

思います。 
≪増田会長≫  

 よろしいでしょうか。 
≪下野委員≫ 

今のことなんですけど、その若者のアンケートをとったのと、この３０００

人の中でとったのと、大体若者に関しては大体同じ傾向だったんでしょうか。 
いかがでしょうか。 
≪増田会長≫ 
そうですね、ここの場でもご報告頂いて、大きな差異はなかったと思います。 

他いかがでしょうか。 
そしたら、大体内容に関しましてはよろしいでしょうかね。 
せっかくお集まりなんで、内容に関連して少しお話させていただきたいと思い

ます。 
皆さんご存知ですかね、つい先般古都保存財団が、美しい日本の歴史的風土

１００選というのが出されたんです。大阪府下では３地区出されておりまして、

１つは堺市の仁徳陵、それと大阪市内でいきますと住吉大社ともう１つは大阪

城公園、さらに中之島 そして、もう一点として富田林市さんの寺内町が取り

上げられている。というようなこともございまして、この本編で言いますと何

ページでしたかね、３８ページですかね、景観の考えかたというような話、富

田林らしい景観づくりというので、１つは寺内町の保全、もう１つは地域の顔

づくり、さらに道づくり、住宅地景観、それともうひとつの大きな富田林さん

の特徴である自然的景観、当然盛り込んで頂いているんですけれども、まあ、

いろんなところで、景観戦略と言いますかね、美しい国土づくりだとか、ある

いは美しい地域づくりということが展開されておりまして、例えば大阪府下で

いうと、箕面市さんが去年の１２月に景観行政団体に移行されたんですかね、

大阪府に申請をして。あと、今は豊中、吹田あたりが景観行政団体に、来年度

中くらいに、もしくは、今年度中になられて、景観対策をやっていかれると、

まあ、いろんな意味で、私自身景観みたいなものが専門なものですから、やは

り、良好な緑景観の保全でありますとか、歴史文化と言われてますように、ち

ょうどこの町の原点である寺内町の景観とかいうのは、単に保全というのでは

なく、観光戦略なり、地域活性化戦略にとっても非常に大事なんですね、住む



という意味でことで誇りを持つというのと同時に住んでよい町というのは他の

人にとっては訪れたい町になりますので、是非そういう意識をもっと育成しな

がらさらに展開をしていっていただけたらなと専門家として是非お願いしたい

な、特に景観というのは今回景観法の非常に優れた理念というのは景観という

のは、単に、目で見た視覚的なものではないですよとちゃんと法に書いてある、

自然とか歴史とかいうことをベースに、地域の生活活動とか産業活動がその上

にのっかって、お互いに関連しながら目に見える姿で見えているのが景観です

よというふうなことをちゃんと理念としてうたってる、単なる、色の問題や形

の問題の話ではなくてもっとそこの生活の行動行為や産業行為とかにうまくこ

う自然歴史とが調和して良好な景観をつくる、それが景観なんですよ。 
地域の活性化なり住み易いまちづくりという視点から非常に重要だと思います

ので、ぜひとも、もう少し拍車がかけてですね取り組んでいただければな、と 
いうことでご協力を。それに対して事務局として何かございますか。当然ここ

に書かれてますので、取り組んでいかれるということだと思いますけれど。 
≪事務局：上野課長≫                                 

事務局としましても、総合計画の中でもその方面のことが書かれていますし、

マスタープランでも具体的に表現させて頂いてる内容で、市民協働というテー

マで考えていきたいなと。最後は景観条例という形で、規制という形になるん

ですけども、市民のご理解なくてはルールを決めても守っていただけないルー

ルというのはあまり、ところからもじっくり時間はかかるかと思いますけど、

とりかかっていきたいなと、いうふうに考えてます。 
≪増田会長≫ 
今回つくられた景観法というのは、１つはある部分でいうと今まで条例とか

要綱だと景観論争でやってきたのは、ことごとく裁判とかで負けているけれど

も、このたび裏打ちされたという部分があって、まあ変更命令になります。但

し、それが特徴かと言うとそうではなくて、むしろ今回の景観法の特徴という

のはどちらかというとそこに住む方たちやそこの地域に関わるかたで協力何か

やって行きましょうということがもう一個の大きな特徴と言われている、京都

市なんか、少し景観法、つい最近なんかも新聞でも出てますけど、厳しく使っ

て古都を売り物にしようみたいな、少し実践的にいきすぎたなと思うくらい京

都市なんかやっておりますけど、本来の方向性みたいなのは今説明あったよう

なことなんで、少し時間はかかるでしょうけど、取り組んでいってもらって、

特に参加論の手がかりをしていく時のいい題材になるかなと。 
少しコメントをさせていただきました。はい。他何か。 
≪下野委員≫ 
寺内町のことなんですけどすごく素人的な意見なんですけど、あそこは割と

有名で、娘とか見に行ったときに、なんかイベントがあるときはにぎやかでい

いんですけど、それ以外のときは、全然何も杉山家があるだけで、あと何もな

いねという話で。奈良町なんかはいついってもお店があったり、観光的に興味

があるようなお店とかがありますよね。富田林も栄えていこうというか地元の



かたと一緒にそういうのを考えて興していかれたりとか、もっと観光的にもき

てくださったりするんじゃないかなとか思うんですけども。 
≪増田会長≫ 
例えばこの近辺でいうと大阪市内で昔の勘合集落の平野郷とかいうのがあり

ますね。杭全神社、そこはどちらかというと市民さんのほうから考える会とい

うのができて、映像博物館とか伝統的なおもちゃの博物館とかお店のかたが楽

しみながら、きた人に昔なり平野町のよさを知ってもらおうと活動されている。

平野郷というのは、大阪府下でも高さの絶対規制などいれてないんですけど、

そういう活動をずーっとされてきたものですから、今回の大阪市の都市計画審

議会、平野郷地区、大部分を高さ規制を大部分を１２ｍ以下の地区計画を設定

したようなところまでいったんですね。都市計画審議会で珍しく意見書がでる

のは大半が反対ですけれども、先般の大阪市の都市計画審議会では皆で決めた

ことですから、スムーズにご了承いただくようにという珍しい意見書が出たお

りましたけど。まあ、そんなことも住民発意型で活性化と同時にやっぱりいろ

んなものを守っていこうというのが非常に大事ですね。 
なんか、せっかくですから、直接このその内容そのものには関連しないですけ

ど、例えばまちの活性化なり、寺内町みたいなものなり、富田林のもうひとつ

の基準である自然景観なり、こんな視点でがんばったらというご意見が頂けた

ら、自由なご意見がいただけたらと思いますけど。 
≪福田副会長≫ 
寺内町を守る会というのはあるんですけどね。 

≪増田会長≫ 
なるほどね、それがツーリズムにつながっていくとか、町全体博物館みたい

なのにつながっていったらね。 
よろしいでしょうかね。なんか特別ございませんか。 
そしたら、一応今まで議論を重ねてきておりましたので、今日頂きました、

原案を先ほど一点だけ、有効回答数をここに入れるということを踏まえて、こ

れを原案とおりこれを答申案としたいと思いますが、よろしいでしょうか。 
≪各委員≫ 
異議なし。 

≪増田会長≫ 
異議なしという言葉を頂きましたので、今日の原案を答申と致したいと思い

ます。よろしいでしょうか。ありがとうございました。 
あとですね、答申を今日した結果、後のスケジュールについて、どんな手続

きで、大体おおまかに、先ほど市民の方々に概要版を配るという全戸配布され

るというような話でしたけど、スケジュールみたいなのがお分かりでしたら、

ご説明いただけたら。 
≪事務局：山中主幹≫ 
本日答申を頂きました後の決裁等々、それから製本、配布発行ということに

なります。 



これだけのページ数を全戸に配布となると至難の業になりますので、１９年

度におきまして、これをまとめました概要版、大体Ａ４で８ページだてくらい

になる程度の概要版を作成しまして、夏ごろまでに配布したいなと思います。 
≪増田会長≫ 
今日は議題が１つだったということと過去議論を重ねてきたということもあ

りスムーズに答申案まとめることができました。 
どうもありがとうございました。それでは本日の審議会をこれで終わらせて

頂きたいと思いますが、最後に事務局から一言お願いがあるようです。 
≪事務局：植田部長≫ 
４度にわたりまして、慎重なご審議頂き、まとめることができ、どうもあり

がとうございました。これからのまちづくりの軸となる部分でございますので、

適正な都市計画行政を進めてまいりたいと考えております。 
また、先ほど出ておりました寺内町の保全につきまして、住民の皆様では寺

内町保存会ということで、寺内町を守り育てる会ということで非常に盛んに取

り組んで頂いております。市のほうでは、平成１７年から、都市再生整備計画

ということで、駅前も含めて、寺内町を含めてのまちづくりに取り組んでおり

ます。１８年度は市民協働プログラム策定中になっておりまして、どんどんま

ちづくりを進めて行きたいと思っておりますので、よろしくお願い致します。 
どうもありがとうございました。 


